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歩崎観音の大祭

　歩崎観音は昭和 8 年（1933）、県指定名勝の第 1
号となった名勝地「歩崎」に所在しています。参道
を進むと見えてくる本堂は、太平洋戦争時の空襲に
よる爆風で傾き、今でも 2 本の丸太が裏から支え
続けており、往時の空襲の激しさを伝えています。

「歩崎の晩鐘」として有名だった釣鐘は戦争時に供
出されましたが、平成 8 年（1996）に集落の方々
により平和への願いを込め新たに鋳造・奉納され「開
運の鐘」と名付けられました。本堂のすぐ傍に下げ
られており、誰でも撞くことができます。
　歩崎観音の大祭は、地元をはじめ霞ヶ浦沿岸各村
にとっても一大行事でした。霞ヶ浦に堤防ができる
前は、各村からひょっとこやおかめの面を着けた若
者が囃子船で 10 隻以上も集まり、一日中盛り上がっ
たそうです。昭和 32 年（1957）カンヌ映画祭出
品作で、同年にブルーリボン賞を獲得した映画「米」
には、この場面が登場します。

　戦後 80 年となる令和
7 年の大祭は、幕開けに
和太鼓同好会「あゆみ太
鼓」の勇壮な演奏が境内
に響き渡り、時とともに
歴史を刻んできた鐘の音
を合図に大祭が始まり、
本尊の十一面菩薩立像のご開帳・護摩焚き法要と、
厳かに進んでいきました。遠方からの参拝者も多く、
境内は大変賑わいました。集落で守ってきた大祭は、
後世に残すべき民俗文化
です。途絶えてしまうこ
とのないよう、時代に即
した形で伝えていきたい
ものです。
問 歴史博物館
☎ 029-896-0017
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■休館日：�月曜日（祝日の場合はその翌日）、図書整理日
◎お話会：11月 8日土 午前 10時 30分～ 11時 30分
　　　　　工作「秋を折ろう」

　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。11月5日水までに秘書広報課（〒315-8512上土田461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。

青見

❖チェックイン ( 図書館本館 )
日時：12 月 7 日日 午前 10 時 30 分
司書による絵本の読み聞かせ後、ぬいぐるみをお預かりします
ご都合の悪い方は、午前 9 時～午後 5 時までの間にチェックイン
( 小学校・義務教育学校 6 年生までのお子さまは保護者同伴必須 )
❖チェックアウト ( 図書館本館 )

日時：12 月 10 日水 午前 9 時～午後 8 時
　　　12 月 11 日木 午前 9 時～午後 6 時

◉場所：図書館本館（霞ヶ浦コミュニティセンター（旧あじさい館）内）
◉対象：市内在住の 3 歳から高校 3 年生まで　※当事業を未体験の方に限る
◉定員：10 人 (1 人につきぬいぐるみ 1 体 )
　　　　※�応募者多数の場合は抽選を行い、図書館ホームページおよび館内掲示にて、

当選者番号を発表
◉申込：図書館本館・分館カウンターに応募用紙を提出または図書館本館に電話
◉締切：11 月 21 日金 午後 4 時 30 分まで 

ぬいぐるみたちのお泊り会
　お気に入りのぬいぐるみを図書館にお泊りさせてみませんか？あなたのぬいぐる
みが夜の図書館を探検します。お泊りの様子は、ぬいぐるみのチェックアウト時に
アルバムにしてプレゼントします。
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11 月 図書館カレンダー

ホームページでは、利用案内や図書検索など
図書館の情報を掲載しています▶

図書館ボランティアのご案内
◉��「石のスープの会」は、毎週第2土曜日にお話会を開催しています。
◉��「つくしんぼ」は、児童クラブ・保育所などへ読み聞かせを行っ

ています。
◉��図書整理「ひばりの会」、本を通して交流を深める「読書会」が

活発に活動しています。

問 図書館 ☎ 029-897-0647

うにゃも

遊びにいくよ♪

健康の秘訣をお聞きしました

「人生の先輩」への掲載を募集しています。

▲詳細

問 情報広報課（霞ヶ浦庁舎） 
☎ 029-897-1111

対象▶市内在住の65歳以上の方
応募▶情報広報課までお電話にてご連絡ください。
　　　右記の二次元コードからのご応募も可能です。
　　　掲載人数を超えた場合は抽選となり、もれた場合は翌月以降に再抽選します。

　8 月 16 日、歩崎観音の大祭が、地元の魅力向上
を目指す志戸崎集落運営委員会を中心に執り行わ
れました。今回は歩崎観音と大祭について、市民
学芸員の貝塚久美子さんが紹介してくれました。

「あゆみ太鼓」の演奏

護摩焚き法要
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健康維持の第一歩！　シルバーリハビリ体操

　シルバーリハビリ体操は、道具を使わずに、いつでも、どこでも、気軽にできる体操です。市内５カ
所で定期的に開催しているこの体操は、地域住民の健康づくりの柱となっています。シルバーリハビリ
体操指導士の会会長の村松章好さんは「多くの方が日常的に介護予防ができるようになるのはもちろん、
地域の仲間とふれあうことで心の健康にもつながるこの体操を広げていきたい」と語ってくれました。
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